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異
業
種
の
会
社
同
士
が
女
性
活
躍
研
修
を
共
同
で
開
く
例
が
目

立
つ
て
き
た
。
各
社
の
若
手
女
性
社
員
ち
が

一
堂
に
会
し
、
悩
み

や
活
躍
ぶ
り
を
共
有
す
る
。
女
性
活
躍
推
進
が
叫
ば
れ
る
も
の

の
、
自
社
内
で
の
事
例
は
限
ら
れ
る
。
社
外
女
性
と
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
広
が
る
と
互
い
に
刺
激
に
な
り
、
掴
々
の
キ
ャ
リ
ア
意
識

．
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

「
最
近
女
性
の
先
輩
が
結
構

管
理
職
に
昇
進
し
て
ま
す
ね
」

」

「
ウ
チ
の
会
社
に
は
キ
ャ
リ
ア

と
子
育
て
を
両
立
し
て
い
る
女

性
は
い
な
い
な
ち
」
。
５
～

・
６

人
の
女
性
が
グ
ル
ー
プ
と
な

り
、
身
を
乗
り
出
し
て
語
り
合

う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
勤
務
先
は
別

々
。
他
の
会
社
の
状
況
は
ど
う

な
の
か
。
興
味
津
々
の
様
子

だ
。
，
１０
月
上
旬
に
東
京
海
上
日
動

火
災
保
険
や
み
ず
ほ
フ
ィ
ナ
ン

シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
、
丸
紅
な
ど

６
社
が
東
京
都
内
で
異
業
種
ネ

ッ
ト
ワ
■
キ
ン
グ

フ
オ
ー
ラ
ム

を
開
い
た
「
各
社
か
ら
２０
代
後

半
～
３０
代
前
半
の
女
性
社
員
約

１
２
０
人
が
参
加
し
た
。
企
業

や
業
種
の
枠
を
超
え
、
同
世
代

同
士
で
悩
み
や
本
音
を
語
り
合

い
、
こ
の
先
の
キ
ャ
リ
ア
に
つ

い
て
視
野
を
広
げ
る
狙
い
だ
。

「社
内
に
い
な
い
タ
イ
プ
の

女
性
の
話
は
刺
激
に
な
る
」
と

参
加
者
の

一
人
、
東
京
海
上
．日

動
火
災
保
険
金
融
営
業
推
進
部

の
池
ノ
谷
麻
悠
子
さ
ん

（３‐
）

は
話
す
。
同
じ
グ
ル
「
プ
に
転

職
経
験
者
が
い
た
。

「自
分
の

強
み
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
キ
ャ
リ

ア
は
自
分
で
築
か
な
き
ゃ
」
“

そ
ん
な

一
言
が
胸
に
響
い
た
。

２
０
０
７
年
の
入
社
で
支
店
の

営
業
を
７
年
経
験
し
、
昨
年
今

の
部
署
に
移

っ
た
。
特
に
希
望

し
た
わ
け
で
は
な
く
、
ど
の
部

署
で
ど
ん
な
仕
事
が
し
た
い
か

を
今
ま
で
考
え
て
い
な
か

っ

た
。
そ
ろ
そ
ろ
管
理
職
昇
格
が

見
え
て
く
る
年
代
だ
。

「将
来

ど
う
な
り
た
い
の
か
。
主
体
的

に
考
え
な
け
れ
ば
」
　
　

　

ヽ

参
加
し
た
企
業
の
思
い
は
様

々
だ
。
丸
紅
は
１４
年
か
ら
女
性

活
躍
推
進
に
取
り
組
む
。
こ
れ

か
ら
積
極
的
に
管
理
職
に
登
用

・し
て
い
く
考
え
だ
。
た
だ
総
合

家
庭
や
子
育
て
な
ど
で
責
任

も
負
う
女
性
―ま．
男
性
よ
り
将
来

の
キ
ャ
リ
ア
不
安
が
大
き
い
。

２‐
世
紀
職
業
財
団

（東
京
都
）

の

「若
手
女
性
社
員
の
育
成
と

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
調
査

研
究
」

（２
０
１
４
年
１１
月
～

・５
年
１
月
実
施
）
は
子
ど
も
を

育
て
な
が
ら
仕
事
を
続
け
る
こ

と
に
不
安
を
感
じ
る
か
を
若
手

社
員
に
尋
ね
た
。
女
性
の
５８
％

が
不
安
は

「あ
る
」
と
回
答
。

男
性
の
２
倍
以
上
に
上
る
。

調
査
を
担
当
し
た
事
業
開
発

部
の
山
谷
真
名
さ
ん
は

「
不
安

を
高
め
る
要
因
は
自
分
が
こ
れ

か
ら
歩
む
キ
ャ
リ
ア
の
道
筋
が

イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い
こ
と
。
出

産

。
子
育
て
を
し
な
が
ら
キ
ャ

リ
ア
を
積
む
女
性
は
ま
だ
少

数
。
ど
う
働
い
て
い
け
ば
よ
い

の
か
。
参
考
に
で
き
る
女
性
が

身
近
に
い
な
い
」
と
指
摘
す
る
。

同
財
団
は
勤
務
先
が
異
な
る

若
手
女
性
ら
が
交
流
す
る

「女

性
の
た
め
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン

ト
２‐
世
紀
塾
」
を
主
催
。
約
１

０
０
社
か
ら
お
よ
そ
２
０
０
人

が
参
加
す
る
。

「仕
事
も
家
庭

も
完
壁
に
こ
な
す
ス
ー
パ
ド
ウ

ー
マ
ン
は
参
考
に
し
づ
ら
い
「

必
要
な
の
は
自
分
と
照
ら
し
合

わ
せ
ら
れ
る
等
身
大
の
手
本
。

企
業
の
枠
を
超
え
れ
ば
手
本
と

な
り
そ
う
な
女
性
を
見
つ
け
る

確
率
が
上
が
る
」
と
話
す
。

女
性
活
躍
の
手
本
が
ほ
し
い

キャリアに不安
女性は2.倍以上 /

職
出
身
の
女
性
管
理
職
は
１０
人

に
満
た
ず
、
若
手
が
手
本
と
す

べ
き
存
在
は
社
内
だ
と
限
ら
れ

る
。
人
事
部
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
イ

ｏ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課
長
の
許
斐

理
恵
さ
ん
は

「他
社
の
良
い
手

本
を
知
る
き

っ
か
け
を
つ
く
り

た
か
っ
た
」
と
説
明
す
る
。

◇
　
　
◇

オ
リ
ッ
ク
ス
や
第

可
生
命
保

険
ヽ
花
王
、
・Ａ
Ｉ
、Ｇ
グ
ル
ー
プ

な
ど
８
社

・
グ
ル
■
プ
は
１４
年

８
月
に

「女
性
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

異
業
種
勉
強
会
」
を

つ
く

っ

た
¨
管
理
職
に
昇
進
し
て
間
も

な
い
女
性
た
ち
が
参
加
す
る
。

各
社
の
女
性
役
員
ら
が
講
師
と

な
り

「
組
織
や
部
下
を
動
か
す

コ
ツ
」

「ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
広

げ
方
」
な
ど
を
指
導
す
る
。

き

っ
か
け
は
各
社
の
女
性
役

員
ら
が

「自
分
た
ち
の
経
験
を

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
後
継
女

性
を
育
て
た
い
」
と
意
気
投
合

し
た
こ
と
。
オ
リ
ッ
ク
ス
執
行

役
の
山
科
裕
子
さ
ん
は

「女
性

管
理
職
は
各
社
増
え
て
い
る
も

の
の
、
女
性
役
員
と
な
る
と
数

え
る
ほ
ど
。
管
理
職
に
な

っ
た

ば
か
り
の
女
性
を
刺
激
し
て
役

員
候
補
者
の
裾
野
を
少
し
で
も

広
げ
た
い
」
と
話
す
。

オ
リ
ッ
ク
ス
の
岡
田
恵
美
子

さ
ん

（４２
）
は
今
春
営
業
部
門

の
チ
ー
ム
長
に
就
い
た
。
男
性

や
年
上
の
部
下
を
束
ね
て
い
け

る
の
か
悩
ん
で
い
た
。
職
場
は

男
性
ば
か
り
。
悩
み
を
共
有
で

き
る
女
性
が
い
な
か

っ
た
。
そ

ん
な
と
き
異
業
種
勉
強
会
に
参

加
し
て
勇
気
を
得
た
。

「女
性

管
理
職
の
悩
み
は
共
通
。
工
大

ｒ

し
な
が
ら
乗
り
切
っ
て
い
る
。

他
社
の
参
加
者
の
話
を
聞
い

て
、
自
分
も
克
服
で
き
る
と
思

え
る
よ
う
に
な
っ
た
」

。

◇
　
　
◇

労
働
力
人
口
の
減
少
を
受
け

て
企
業
は
女
性
活
躍
推
進
に
舵

（か
じ
）
を
切

っ
て
い
る
。
今

年
女
性
活
躍
推
進
法
が
成
立

し
、
来
年
４
月
か
ら
は
従
業
員

３
０
０
人
超
の
企
業
は
行
動
計

画
の
立
案

ｏ
提
出
が
義
務
付
け

ら
れ
る
。
た
だ
ほ
と
ん
ど
の
企

業
は
ま
だ
過
渡
期
だ
。
女
性
活

躍
推
進
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
社
内
に

蓄
積
さ
れ
て
お
ら
ず
、
社
外
と

の
異
業
種
交
流
は
そ
れ
を
補
う

狙
い
が
あ
る
。

損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン
日
本
興

亜
や
Ｊ
Ｃ
Ｂ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
個

本
、
イ
オ
ン
グ
ル
ー
プ
な
ど
１２

社
は
Ｈ
月
に

「仕
事
と
子
育
て

の
両
立
を
目
指
す
女
性
向
け
座

談
会
」
を
共
同
開
催
し
た
。
就

学
前
の
子
ど
も
を
持
つ
女
性
ら

，
約
１
２
０
人
が
各
社
か
ら
集
ま

り
、
働
き
な
が
ら
ど
う
や

っ
て

子
育
て
し
て
い
る
の
か
、
両
立

の
知
恵
を
共
有
し
た
。

損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン
日
本
興

亜
は
社
内
で
も
両
立
セ
ミ
ナ
ー

を
開
い
て
い
る
。
た
だ
社
内
セ

ミ
ナ
ー
で
は
会
社
の
子
育
て
支

援
制
度
の
活
用
術
な
ど
に
話
題

が
集
約
し
て
し
ま
う
。
だ
が
実

際
に
子
育
て
と
キ
ャ
リ
ア
を
両

立
す
る
に
は
、
大
の
協
力
を
得

る
方
法
や
短
時
間
で
効
率
的
に

働
く
工
大
な
ど
会
社
の
制
度
に

よ
ら
ず
個
人
で
補
え
る
部
分
が

大
き
い
。

「他
社
の
ワ
ー
キ
ン

グ
マ
ザ
ー
と
話
す
と
、
自
然
と

個
人
的
な
工
大
に
話
題
が
広
が

り
、
社
内
セ
ミ
ナ
ト
と
は
別
の

ノ
ウ

ハ
ウ
を
参
加
者
は
学
べ

る
」

（人
事
部
）

（女
性
面
編
集
長
　
石
塚
由
紀

大
）

将来のキヤリア不安の男女差
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Q2.それはどんな不安か?(複数回答)
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職場の人に迷惑を掛け
てしまうのではないか
子どもと過ごす時間が
十分に取れるか
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